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科
研
費
特
定
領
域
研
究
「
我
が
国
の
科
学
技
術
黎
明
期
資
料

の
体
系
化
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
一
環
と
し
て
江
戸
・
明
治

時
代
初
期
の
携
帯
用
薬
箱
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
福

岡
市
奥
村
家
蔵
「
田
原
養
伯
の
往
診
用
薬
箱
」
に
つ
い
て
報
告

し
た
い
。

こ
の
薬
箱
で
は
、
黒
の
漆
塗
り
の
六
段
の
重
箱
を
桑
の
外
箱

（
横
三
五
七
、
奥
行
二
○
四
、
高
さ
三
○
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
が

覆
っ
て
い
る
。
重
箱
の
上
蓋
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
「
寧
為
庸
相
勿
為
／
庸
瞥
枇
政
易
見
／
拙
技
難
知
惟

毒
／
惟
良
惟
汝
所
使
／
器
而
用
之
道
同
／
君
子
為
／
田
伯
敬

廣
建
」
。
こ
れ
を
読
み
下
す
と
「
寧
ろ
庸
相
と
為
る
も
、
庸
医
と

5］

田
原
養
伯
の
往
診
用
薬
箱
に
つ
い
て

中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎

Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
奥
村
武

皿
東
京
理
科
大
学
薬
学
部

鋤
九
州
大
学
大
学
院

別
奥
村
内
科
医
院

為
る
勿
れ
。
枇
政
は
見
わ
れ
易
き
も
、
拙
技
は
知
り
難
し
。
惟

れ
毒
、
惟
れ
良
は
、
惟
に
汝
の
使
う
所
の
器
の
み
に
而
て
、
之

を
用
る
道
は
、
君
子
と
同
じ
。
田
伯
敬
が
為
に
。
廣
建
」
と
な

る
。
「
凡
庸
な
宰
相
に
は
な
っ
て
も
、
藪
医
者
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。
悪
い
政
治
は
人
に
知
ら
れ
や
す
い
が
、
拙
い
技
術
は
人

に
わ
か
り
に
く
い
（
か
ら
で
あ
る
）
。
一
般
的
に
毒
と
か
、
薬
と

か
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
道
具
で
あ
り
（
こ
れ
を
使
い

こ
な
せ
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
り
）
、
（
良
医
の
）
使
い
方
は
、

君
子
（
の
施
政
）
と
同
じ
で
あ
る
」
と
と
れ
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
田
伯
」
は
筑
前
上
須
恵
の
眼
科
医
、
田

原
養
伯
で
あ
り
、
ま
た
、
養
伯
あ
て
の
為
書
を
記
し
た
「
廣
建
」

は
、
豊
後
日
田
の
私
塾
「
成
宜
園
」
で
進
歩
的
な
教
育
を
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
、
江
戸
後
期
の
儒
者
・
漢
詩
人
、
廣
瀬
建

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
年
、
号
は
淡
窓
）
で
あ
る
。
廣
瀬
淡
窓

が
「
建
」
と
名
乗
っ
た
の
は
、
四
八
歳
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
文
は
一
八
二
七
年
以
降
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
廣
獺

淡
窓
の
文
化
六
年
二
八
○
九
）
の
日
記
に
「
五
月
、
予
、
既

に
須
恵
に
至
り
・
・
・
・
田
原
氏
を
訪
う
て
診
察
を
受
け
た
り
。
…

田
原
氏
大
医
に
し
て
、
四
方
よ
り
来
り
留
ま
っ
て
治
を
乞
う
者
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多
し
。
…
予
、
須
恵
に
留
ま
る
こ
と
三
十
日
。
…
」
（
石
瀧
豊
美
、

『
広
報
す
え
」
一
八
三
号
、
一
九
八
二
年
）
と
あ
り
、
淡
窓
は
二

八
歳
の
と
き
に
田
原
氏
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両

者
の
こ
の
よ
う
な
交
流
の
中
で
、
こ
の
薬
箱
の
為
書
が
贈
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
年
代
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
文
化
六
年
に
淡
窓

を
治
療
し
た
医
師
は
田
原
家
六
代
目
の
田
原
養
柏
（
文
政
二
年

没
）
、
為
書
を
贈
ら
れ
た
養
伯
は
九
代
目
の
田
原
養
柏
（
嘉
永
二

年
没
）
と
推
定
さ
れ
る
。

薬
箱
の
最
上
段
に
は
三
九
袋
、
二
段
目
に
は
一
九
袋
（
本
来

は
二
四
袋
？
）
、
三
段
目
に
は
一
六
袋
、
四
段
目
に
は
一
五
袋

（
本
来
は
一
六
袋
？
）
の
薬
袋
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
薬

袋
の
大
き
さ
は
一
段
目
の
も
の
が
最
も
小
さ
く
、
薬
を
入
れ
る

部
分
の
大
き
さ
は
二
○
×
五
○
×
二
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
二
段

目
の
も
の
は
二
○
×
八
○
×
二
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
三
、
四
段

目
の
も
の
が
最
も
大
き
く
、
三
五
×
八
○
×
二
○
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
で
あ
っ
た
。
五
段
目
と
六
段
目
は
空
で
、
何
が
入
っ
て
い
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
薬
袋
を
仕
切
る
板
が
な
い
こ
と
か
ら
、

薬
袋
は
収
納
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

薬
袋
に
は
段
を
示
す
文
字
は
記
さ
れ
ず
、
薬
物
名
が
二
字
で

記
さ
れ
、
一
段
目
の
三
袋
が
丸
剤
名
で
あ
っ
た
以
外
は
、
全
て

生
薬
名
で
あ
っ
た
。
生
薬
の
う
ち
、
『
傷
寒
論
」
・
『
金
置
要
略
」

に
収
載
さ
れ
た
生
薬
は
、
最
上
段
で
は
一
六
種
類
（
四
四
％
）
、

二
段
目
で
は
九
種
類
（
四
七
％
）
、
三
段
目
で
は
十
種
類
（
六

三
％
）
、
四
段
目
で
は
十
種
類
（
六
七
％
）
で
あ
っ
た
。
三
、
四

段
目
の
薬
袋
の
大
き
さ
が
最
も
大
き
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

こ
の
段
の
薬
物
が
最
も
使
用
頻
度
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
一

方
、
小
さ
な
薬
袋
に
入
っ
て
い
る
最
上
段
の
も
の
は
使
用
頻
度

が
低
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
薬
箱

を
用
い
た
医
師
は
、
『
傷
寒
論
」
・
『
金
置
要
略
」
の
処
方
を
し

ば
し
ば
使
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
外
の
処
方
も
用
い
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
製
剤
な
ら
び
に
生
薬
の
面
で
は
、
眼
科

医
の
薬
箱
を
特
徴
付
け
る
点
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

薬
箱
の
形
式
と
し
て
は
重
箱
式
は
引
き
出
し
式
よ
り
も
古
い

と
見
ら
れ
る
が
、
薬
袋
に
段
を
示
す
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い

点
、
な
ら
び
に
薬
物
名
が
一
字
薬
名
で
な
く
二
字
で
記
さ
れ
て

い
る
点
な
ど
は
比
較
的
新
し
い
点
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
の

特
徴
を
備
え
て
い
る
。


